
(C) 2021 Link and Motivation Group

JT　永井氏：まず事業についてですが、改
正健康増進法の推進や毎年のように行われ
る増税などにより、喫煙を取り巻く環境は
難しくなってきています。プロダクト自体
も、紙巻き煙草から加熱式たばこへと嗜好
が多様化している中で、他社との競争も
年々激しくなっている状況です。
また、組織においても、人材の流動性が高
まるとともに多様性も広がっており、事業
と組織の両面において加速的な変化をして
いる時代だと思います。そのような、事業
においても組織においても企業が適応して
いくことの難易度が高まる時代において
は、やはり社員１人１人がしっかりと自立・
自 律 し て い る 状 態 で あ っ た り、
Try&Challenge していけるような組織風土
を現場から作ることが重要だと思っていま
す。

JT　中島氏：昔のたばこ産業は、正直に言
うと作れば売れましたし、たばこ事業法な
どで法的に守られていて地盤が盤石でし
た。それが、JT という会社が利益を生む仕
組みの 1 つだったのですが、今は VUCA の
時代 (※編集注：VUCA とは、Volatility ( 変
動 性 )、Uncertainty ( 不 確 実 性 )、
Complexity ( 複雑性 )、Ambiguity ( 曖昧性 ) 
という 4 つの単語から頭文字をとって作ら
れた単語であり、予測不能な状態を意味し
ます。) です。
例えば、リスク低減製品と呼ばれる新たな

製品が出てくることによって、JT はもはや
業界のリーダーではなくチャレンジャーと
して、厳しいたばこ業界の中を勝ち抜いて
いかねばならなくなりました。例えば、JT
の営業スタイルも少しずつ変わってきてお
り、今では加熱式たばこの「プルーム・テッ
ク」など新製品ができたことで、新たな顧
客開拓が求められることも増えました。新
規営業に近いスタイルに変わりつつありま
すね。

JT　中島氏：これは JT に限った話ではあ
りませんが、企業が終身雇用をし続けられ
る時代ではなくなりました。だからこそ、
企業として社員一人一人の育成に注力し、
社外でも社内でも選ばれる存在に育てあげ
ることが、企業にとっても社員にとっても
重要なことなのだと思っています。
そのために、JT は人材育成に対しての投資
は惜しみません。一部の選抜された限られ
たメンバーだけではなく、すべての社員に
対して、早期から自立・自律のために成長
するための環境を提供したいということ
で、今回の成長支援体系の見直しに着手し
ました。

JT　永井氏：JT グループの目指す姿として
「個の自立・自律のさらなる伸長」「多様化
およびトライ & チャレンジ風土の醸成」を
掲げていますが、自立・自律という言葉は
今回の新しい成長支援体系を作る中で新し
く出てきたというものではありません。10
年前の研修体系の中でも言っていた言葉な
んです。つまり、昔から自立・自律は求め
ていたけれど、正直まだまだできていると
は言えません。今回の成長支援体系見直し

にあたって、一番難しいと感じたのはその
点でした。

JT　永井氏：そんな状況の中で、成長支援
体系支援についてご提案をいただいたのが
リンクアンドモチベーションでした。リン
クアンドモチベーションに感じたのはプロ
ジェクトに対するご担当者のコミットメン
トや熱量、そして豊富な他社事例に基づく
的確なアドバイスでした。

JT　中島氏：当時、私が覚えているだけで
リンクアンドモチベーションを含め、3 社
くらいに同じ話を伝え、私たちのあるべき
姿についての議論を 2、3 回重ねた記憶が
あります。その中で最終的にリンクアンド
モチベーションにコンサルティングをお願
いすることにした理由としては、確かに担
当者のコミットメントや熱量もすごかった

ですが、私個人としては、JT の風土に一番
合っているなと感じたんです。例えば、他
のコンサルティング会社さんでは、やはり
商品パッケージを切り売りしているな、と
いう感覚のところもありました。しかし、
リンクアンドモチベーションはちゃんと私
たちの背景や意向を汲み取りながら作ると
いうところを非常に重要視していただいて
いると感じたんです。

実際、今ではもう成長支援体系の実施
フェーズに入っていますが、研修クオリ
ティは他社さんと比べてもピカイチです。
企画を考えるところから一緒にやらせてい
ただいたのは、本当に良かったですね。

リンクアンドモチベーション坂口：今後目
指す組織像や、そこに向けた課題などあれ
ば教えてください。

JT　中島氏：今後は、この成長支援体系
「LIGHT UP」を通して、研修の案内が来た
から受ける、というルーティンではなく、
会社としてのメッセージを理解するきっか
けにしてほしいと思っています。そして勿
論、その理解を土台にしつつ、社員の皆さ
んが成長のサイクルをご自身で回していけ
ると理想的ですね。
JT という会社は、今後日本市場だけで勝負
している場合ではなくなります。そう考え
たときに、もっと幅広い、グローバルな視
野で人材育成に取り組まなければいけませ
ん。例えば、JT はグループ会社に JT イン
ターナショナルという多国籍企業を持って
いますが、当然ながらそこにもトレーニン
グプログラムがあります。今後はそのプロ
グラムとどう連携させていくのか、どうす
ればシナジーを生めるかということを考え
るのは、今後の大きな課題だと思っていま
す。
グローバルとしての観点になると、より大
きな視野でコスト配分やリソースの活用を
考えていかなければいけないと思うので、
一朝一夕にできることではないと思ってい
ますが、JT という会社が人材を大切にする
その考え方は、絶対に守っていかなければ
いけないことだと、私自身強く考えていま

す。是非今後の動きにも注目していただけ
ればと思います。

「殿様営業」から「選ば
れる個人の集合体」への
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人事部主任　永井真結様、藤村大輔様

【担当コンサルタント】
株式会社リンクアンドモチベーション
坂口昌規　光武凌
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す。是非今後の動きにも注目していただけ
ればと思います。

JTラーニングプログラム
「LIGHT UP」に込めた想い

リンクアンドモチベーション坂口：成長支
援体系の具体的な内容について教えていた
だけますか。

JT　永井氏：今回、改めて成長支援体系を
見直すということになり、特に意識したポ
イントは２つです。1 つ目は、「他にも研
修はたくさんある中で、なぜこの成長支援
体系なのかを明確にすること」そして 2 つ
目は、「JT 社員に対して何を期待している
のかを明確にすること」です。その 2 つを
意識して、芯に刺さった内容をつくるのが
今回最も大事にした部分です。
そこからは具体的な体系の中身を設計しま
した。まず成長について 5 つのステージ分
けをして、どういう状態になってほしいの
かという役割期待を各ステージにセットし
て、成長サイクルを回せるようになっても
らうことを意識しました。実際、導入後に
は「わかりやすくなった」という声をいた
だくことが増えましたね。
次に、ステージに加えて、この成長支援体
系で強化したいポイントとして 4 つをあげ
ています。
まず 1 つ目は「キャリアデザイン力の強化」
です。困難な時代であってもしっかりと自
分のキャリアを考えることの習慣化が必要
だという考えで、ポイントに挙げています。

「役割理解」というのも各ステージの始ま
りにセットはしていますが、そのステージ
の求める役割理解を理解するというだけで

なく、自分が上のステージへ上がったとき
に、今後どういうキャリアを描いていきた
いのかということを考える機会を提供する
ことが大事だと考えています。
2 つ目は「Core Education 期の設置」です。
特に若手に対して、自分がやりたいキャリ
アが実現できるように若い時からしっかり
足腰を鍛えてもらうものです。集中的に
OJT の機会を提供することによって、自分
のできる幅を広げてもらえるようにするも
のです。若い時から集中的に鍛え、成長実
感を持ってキャリア形成に臨むという考え
方は今の JT にとってすごく重要な観点だ
と思っています。
3 つ目は「マネジメント力強化」です。こ
れまでは部下を管理する、管理職としての
位置付けが少し強かったように思っていま
す。しかし今は、管理よりも部下の将来を
考えることができる人、つまりピープルマ
ネジメントの要素が重要になってきている
と思いますし、さらには、自分のチームを
どう導くかという方向性を示す必要もあり

ます。マネジメントの複雑性は年々高まっ
ている中で、改めてマネジメント職の方々
に必要なスキルを再定義し、研修内容を見
直しました。
4 つ目が「多様な学習機会の提供」です。
今はコロナの影響もあり、東京に集まって
一律で学ぶというのが難しくなりました。
そのため E ラーニングでいつでもどこでも
学習できる機会を提供するということが大
事です。また、もう 1 つとして JT の中だ
けで籠もって学習するのではなく、他社と
交流できるような学びの多様性も提供した
いと思っています。

JT　藤村氏：今回、この成長支援体系には
「LIGHT UP」という名前を付けています。
込めた意味は、「変化へのきっかけづくり」

「きっかけに火を灯す」です。このプログ
ラムが自身の変化のきっかけづくりになっ
たらいいなと強く思っています。私たちは
目指す姿に自立・自律を掲げていますが、
人事が何でもかんでもサポートするという
のは、自立・自律から離れていってしまう
と思うんです。背中を押してあげる、そう
いったきっかけづくりが人事の役割だと考
えていますね。

(C) 2021 Link and Motivation Group



これからの JT。
これからの人材育成。

JT　永井氏：まず事業についてですが、改
正健康増進法の推進や毎年のように行われ
る増税などにより、喫煙を取り巻く環境は
難しくなってきています。プロダクト自体
も、紙巻き煙草から加熱式たばこへと嗜好
が多様化している中で、他社との競争も
年々激しくなっている状況です。
また、組織においても、人材の流動性が高
まるとともに多様性も広がっており、事業
と組織の両面において加速的な変化をして
いる時代だと思います。そのような、事業
においても組織においても企業が適応して
いくことの難易度が高まる時代において
は、やはり社員１人１人がしっかりと自立・
自 律 し て い る 状 態 で あ っ た り、
Try&Challenge していけるような組織風土
を現場から作ることが重要だと思っていま
す。

JT　中島氏：昔のたばこ産業は、正直に言
うと作れば売れましたし、たばこ事業法な
どで法的に守られていて地盤が盤石でし
た。それが、JT という会社が利益を生む仕
組みの 1 つだったのですが、今は VUCA の
時代 (※編集注：VUCA とは、Volatility ( 変
動 性 )、Uncertainty ( 不 確 実 性 )、
Complexity ( 複雑性 )、Ambiguity ( 曖昧性 ) 
という 4 つの単語から頭文字をとって作ら
れた単語であり、予測不能な状態を意味し
ます。) です。
例えば、リスク低減製品と呼ばれる新たな

製品が出てくることによって、JT はもはや
業界のリーダーではなくチャレンジャーと
して、厳しいたばこ業界の中を勝ち抜いて
いかねばならなくなりました。例えば、JT
の営業スタイルも少しずつ変わってきてお
り、今では加熱式たばこの「プルーム・テッ
ク」など新製品ができたことで、新たな顧
客開拓が求められることも増えました。新
規営業に近いスタイルに変わりつつありま
すね。

JT　中島氏：これは JT に限った話ではあ
りませんが、企業が終身雇用をし続けられ
る時代ではなくなりました。だからこそ、
企業として社員一人一人の育成に注力し、
社外でも社内でも選ばれる存在に育てあげ
ることが、企業にとっても社員にとっても
重要なことなのだと思っています。
そのために、JT は人材育成に対しての投資
は惜しみません。一部の選抜された限られ
たメンバーだけではなく、すべての社員に
対して、早期から自立・自律のために成長
するための環境を提供したいということ
で、今回の成長支援体系の見直しに着手し
ました。

JT　永井氏：JT グループの目指す姿として
「個の自立・自律のさらなる伸長」「多様化
およびトライ & チャレンジ風土の醸成」を
掲げていますが、自立・自律という言葉は
今回の新しい成長支援体系を作る中で新し
く出てきたというものではありません。10
年前の研修体系の中でも言っていた言葉な
んです。つまり、昔から自立・自律は求め
ていたけれど、正直まだまだできていると
は言えません。今回の成長支援体系見直し

にあたって、一番難しいと感じたのはその
点でした。

JT　永井氏：そんな状況の中で、成長支援
体系支援についてご提案をいただいたのが
リンクアンドモチベーションでした。リン
クアンドモチベーションに感じたのはプロ
ジェクトに対するご担当者のコミットメン
トや熱量、そして豊富な他社事例に基づく
的確なアドバイスでした。

JT　中島氏：当時、私が覚えているだけで
リンクアンドモチベーションを含め、3 社
くらいに同じ話を伝え、私たちのあるべき
姿についての議論を 2、3 回重ねた記憶が
あります。その中で最終的にリンクアンド
モチベーションにコンサルティングをお願
いすることにした理由としては、確かに担
当者のコミットメントや熱量もすごかった

ですが、私個人としては、JT の風土に一番
合っているなと感じたんです。例えば、他
のコンサルティング会社さんでは、やはり
商品パッケージを切り売りしているな、と
いう感覚のところもありました。しかし、
リンクアンドモチベーションはちゃんと私
たちの背景や意向を汲み取りながら作ると
いうところを非常に重要視していただいて
いると感じたんです。

実際、今ではもう成長支援体系の実施
フェーズに入っていますが、研修クオリ
ティは他社さんと比べてもピカイチです。
企画を考えるところから一緒にやらせてい
ただいたのは、本当に良かったですね。

リンクアンドモチベーション坂口：今後目
指す組織像や、そこに向けた課題などあれ
ば教えてください。

JT　中島氏：今後は、この成長支援体系
「LIGHT UP」を通して、研修の案内が来た
から受ける、というルーティンではなく、
会社としてのメッセージを理解するきっか
けにしてほしいと思っています。そして勿
論、その理解を土台にしつつ、社員の皆さ
んが成長のサイクルをご自身で回していけ
ると理想的ですね。
JT という会社は、今後日本市場だけで勝負
している場合ではなくなります。そう考え
たときに、もっと幅広い、グローバルな視
野で人材育成に取り組まなければいけませ
ん。例えば、JT はグループ会社に JT イン
ターナショナルという多国籍企業を持って
いますが、当然ながらそこにもトレーニン
グプログラムがあります。今後はそのプロ
グラムとどう連携させていくのか、どうす
ればシナジーを生めるかということを考え
るのは、今後の大きな課題だと思っていま
す。
グローバルとしての観点になると、より大
きな視野でコスト配分やリソースの活用を
考えていかなければいけないと思うので、
一朝一夕にできることではないと思ってい
ますが、JT という会社が人材を大切にする
その考え方は、絶対に守っていかなければ
いけないことだと、私自身強く考えていま

す。是非今後の動きにも注目していただけ
ればと思います。

(C) 2019 Link and Motivation Group(C) 2021 Link and Motivation Group


